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科目名 教職実践演習（保健・保健体育） 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 W-02

担当者 山﨑　保寿・小松　茂美・藤江　玲子・岩間　
英明 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日2限

関連資格 中一(保体)､高一(保体)､中一(保健)､高一(保健) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
対象：保健体育・保健（中・高）大学4年間で学んだ教職に関する知識や実習成果の整理統合を図り、現場に立つ教員として求められる最
低限必要な実践的資質・能力が身についているかどうかを各自に点検させ、受講生に自己の到達点を自覚させるとともに、その足りない
部分を生涯にわたって補う努力を続けることができる力を身につけた教員を送り出すために必要な授業内容を提供します。

学修到達目標
目標　① 教員としての使命感や責任感、教育的愛情　② 社会性及び対人関係能力　③生徒理解の能力及び生徒指導能力　④ 教科の専門
的知識及び指導力　⑤ 学級経営能力　を身につける。

授業の進め方
教職に関する科目担当教員が中心となり、教科に関する科目担当教員と連繋・協力して実施します。
テーマ　 今後の自己の課題を見出す教職実践演習
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス ガイダンス　―　「教職実践演習」授業の意義と目的　―
授業の進め方等について説明します。

ガイダンスの内容を確認・整理・
記録（4時間）

2期待される教員像について 期待される教員像について　―　グループ討議　―

事前学習：期待される教員像
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

3「学校・家庭・地域の連携及び協働」 「学校・家庭・地域の連携及び協働」について
事前課題：学校・家庭・地域の連
携・協働の在り方／グループ討議
の「振り返り」提出（4時間）

4子どもの心理・児童理解 子どもの心理・児童理解
　―　グループ討議・ロールプレイ　―

事前学習：子ども理解
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

5生徒指導上の諸問題Ⅰ 生徒指導諸問題Ⅰ
　―　グループ討議(「校則・校内規律」を中心として)　―

事前学習：校則
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

6生徒指導上の諸問題Ⅱ 生徒指導上の諸問題Ⅱ
　―　グループ討議(児童・生徒の 問題行動を中心として)　―

事前学習：問題行動
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

7学級経営上の諸問題Ⅰ(中)学級経営上の諸問題Ⅰ(中)　―　グループ討議(いじめ・不登校を中心として)　―

事前学習：いじめの現状
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

8学級経営上の諸問題Ⅱ(中)学級経営上の諸問題Ⅱ(中)　―　発達障害の子どもの理解とその対応の仕方　―

事前学習：発達障害について
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

9学級経営上の諸問題Ⅲ(高)学級経営上の諸問題Ⅲ(高)　―　グループ討議（進路・メディアリテラシーを中心として）　―

事前学習：メディアリテラシーに
ついて／グループ討議の「振り返
り」提出（4時間）

10学級の安全と危機管理 学級の安全と危機管理
　―　グループ討議（情報管理・事故・災害への対応を中心として）―

事前学習：学校の危機管理
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

11学級経営上の諸問題Ⅳ 学級経営上の諸問題Ⅳ
　―　グループ討議（教師に求められる人権感覚）　―（外部講師）

事前学習：学校現場の人権
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

12保健体育科の授業づくりⅠ 保健体育科の授業づくりⅠ　―　教材開発・カリキュラム構成　―

事前学習：指導案と教材開発
授業内容を確認し整理・記録する
（4時間）

13保健体育科の授業づくりⅡ 保健体育科の授業づくりⅡ　―　学習指導法・評価方法　―

事前準備：学習指導と評価
授業内容を確認し整理・記録する
（4時間）

14保健体育科教員に求められる資質
保健体育科教員に求められる資質
　―　グループ討議（教科経営を中心として）　―

事前準備：学校運営と体育科経営
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

15 全体のまとめ
まとめ
課題レポートのテーマについて
　―　受講生各自の到達点の確認と今後の努力目標の設定　―

事前学習：教職課程への取り組み
のまとめ
レポート提出（4時間）

テキスト
使用しません。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　出席レポート：50％　レポート：20％
S：探究的な姿勢で意欲的に取り組み、レポート及び発言は、課題のねらいを十
分に理解した適切な内容である。他者の意見も踏まえ、建設的な意見も言える
。A：意欲的に取り組み、レポート及び発言は、課題のねらいを理解した内容で
ある。他者の意見を踏まえ、自分の意見が言える。B：概ね意欲的に取り組み、
レポート及び発言は、課題のねらいを概ね把握した内容である。自分の意見が
言える。C：課題のねらいを概ね踏まえて、学習活動ができ、何とか自分の意見
が言える。

参考書
授業ごとに授業内容に応じた講義資料を配布し、各学生に応じて必要な参考
書や参考文献を紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
教員の学びは、むしろ学校現場に出てからが本当のスタート言えます。そのた
め本講義は、これまでの学習の整理・復習だけでなく、自分自身が課題を見つ
けようとする積極的な姿勢が望まれます。
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科目名 教職実践演習（養護教諭） 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 W-02

担当者 山﨑　保寿・小松　茂美・藤江　玲子・中島　
節子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日2限

関連資格 養教一 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
対象：養護教諭　大学4年間で学んだ教職に関する知識や実習成果の整理統合を図り、現場に立つ教員として求められる最低限必要な実践
的資質・能力が身についているかどうかを各自に点検させ、受講生に自己の到達点を自覚させるとともに、その足りない部分を生涯にわ
たって補う努力を続けることができる力を身につけた教員を送り出すために必要な授業内容を提供します。　

学修到達目標
目標　① 教員としての使命感や責任感、教育的愛情　② 社会性及び対人関係能力　③ 児童・生徒理解能力及び児童・生徒指導能力　④
養護の専門的知識及び指導力　⑤ 保健室経営管理能力　を身につける。

授業の進め方
教職に関する科目担当教員が中心となり、教科に関する科目担当教員と連繋・協力して実施します。
テーマ　今後の自己の課題を見出す教職実践演習
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス ガイダンス　―　「教職実践演習」授業の意義と目的　―
授業の進め方等について説明します

ガイダンスの内容を確認・整理・
記録（4時間）

2期待される教員像について 期待される教員像について　―　グループ討議　―

事前学習：期待される教員像
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

3「学校・家庭・地域の連携及び協働」 「学校・家庭・地域の連携及び協働」について
事前課題：学校・家庭・地域の連
携・協働の在り方／グループ討議
の「振り返り」提出（4時間）

4子どもの心理・児童理解 子どもの心理・児童理解について
　―　グループ討議・ロールプレイ　―

事前学習：子ども理解
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

5生徒指導上の諸問題Ⅰ 生徒指導上の諸問題Ⅰ
　―　グループ討議(「校則・校内規律」を中心として)　―

事前学習：校則
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

6生徒指導上の諸問題Ⅱ 生徒指導上の諸問題Ⅱ
　―　グループ討議(児童・生徒の 問題行動を中心として)　―

事前学習：問題行動
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

7学級経営上の諸問題Ⅰ(中)学級経営上の諸問題Ⅰ(中)　―　グループ討議(いじめ・不登校を中心として)　―

事前学習：いじめの現状
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

8学級経営上の諸問題Ⅱ(中)学級経営上の諸問題Ⅱ(中)―　発達障害の子どもの理解とその対応の仕方　―

事前学習：発達障害について
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

9学級経営上の諸問題Ⅲ(高)学級経営上の諸問題Ⅲ(高)　―　グループ討議（進路・メディアリテラシーを中心として）　―

事前学習：メディアリテラシーに
ついて／グループ討議の「振り返
り」提出（4時間）

10学級の安全と危機管理 学級の安全と危機管理
　―　グループ討議（情報管理・事故・災害への対応を中心として）―

事前学習：学校の危機管理
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

11学級経営上の諸問題Ⅳ 学級経営上の諸問題Ⅳ
　―　グループ討議（教師に求められる人権感覚）　―（外部講師）

事前学習：学校現場の人権
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

12保健指導の再点検 保健指導の再点検
　―　グループ討議（教材研究と情報活用）　―

事前学習：教材研究
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

13子どもの健康課題に対応できる実践力
子どもの健康課題に対応できる実践力
　―　情報 収集・実施・評価を中心として　―

事前学習：子どもの健康課題への
対応　授業内容を確認し整理・記
録する（4時間）

14保健室経営と組織活動における養護教諭の役割
保健室経営と組織活動における養護教諭の役割
　―　グループ討議　―

事前学習：保健室経営
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

15全体のまとめ
まとめ
課題レポートのテーマについて
　―　各自の到達点の確認 と今後の努力目標の設定　―

事前学習：教職課程への取り組み
のまとめ
レポート提出（4時間）

テキスト
　使用しません。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　出席レポート：50％　レポート：20％
S：探究的な姿勢で意欲的に取り組み、レポート及び発言は、課題のねらいを十
分に理解した適切な内容である。他者の意見も踏まえ、建設的な意見も言える
。A：意欲的に取り組み、レポート及び発言は、課題のねらいを理解した内容で
ある。他者の意見を踏まえ、自分の意見が言える。B：概ね意欲的に取り組み、
レポート及び発言は、課題のねらいを概ね把握した内容である。自分の意見が
言える。C：課題のねらいを概ね踏まえて、学習活動ができ、何とか自分の意見
が言える。

参考書
授業ごとに授業内容に応じた講義資料を配布し、各学生に応じて必要な参考
書や参考文献を紹介します。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
養護教諭は一人配置が多く、社会に出た時から実践力を求められます。基礎的
なことを確認できるように、学内の講義・実習、教育実習で学んだことを関連
付けて、自己の課題を明確にして講義にのぞみましょう。
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科目名 教職実践演習（栄養教諭） 学年学期 4年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 W-02

担当者 山﨑　保寿・小松　茂美・藤江　玲子・廣田　
直子 必修選択 必修 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日2限

関連資格 栄教一 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
対象：栄養教諭　大学4年間で学んだ教職に関する知識や実習成果の整理統合を図り、現場に立つ教員として求められる最低限必要な実践
的資質・能力が身についているかどうかを各自に点検させ、受講生に自己の到達点を自覚させるとともに、その足りない部分を生涯にわ
たって補う努力を続けることができる力を身につけた教員を送り出すために必要な授業内容を提供します。

学修到達目標
目標　① 教員としての使命感や責任感、教育的愛情　② 社会性及び対人関係能力　③ 児童・生徒理解及び児童・生徒指導能力　④ 栄
養教諭の専門的知識　⑤ 「食に関する指導」能力　を身につける。

授業の進め方
教職に関する科目担当教員が中心となり、教科に関する科目担当教員と連繋・協力して実施します。
テーマ　今後の自己の課題を見出す教職実践演習
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス ガイダンス　―　「教職実践演習」授業の意義と目的　―
授業の進め方等について説明します。

ガイダンスの内容を確認・整理・
記録（4時間）

2期待される教員像について 期待される教員像について　―　グループ討議　―

事前課題：期待される教員像
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

3「学校・家庭・地域の連携及び協働」 「学校・家庭・地域の連携及び協働」について
事前課題：学校・家庭・地域の連
携・協働の在り方／内容のまとめ
（4時間）

4子どもの心理・児童理解 子どもの心理・児童理解
　―　グループ討議・ロールプレイ　―

事前課題：子ども理解
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

5生徒指導上の諸問題Ⅰ 生徒指導上の諸問題Ⅰ
　―　グループ討議(「校則・校内 規律」を中心として）　―

事前課題：校則
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

6生徒指導上の諸問題Ⅱ 生徒指導上の諸問題Ⅱ
　―　グループ討議(児童・生徒の問題行動を中心として)　―

事前課題：問題行動
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

7学級経営上の諸問題Ⅰ(中)学級経営上の諸問題Ⅰ(中)　―　グループ討議(いじめ・不登校を中心として)　―

事前課題：いじめの現状
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

8学級経営上の諸問題Ⅱ(中)学級経営上の諸問題Ⅱ(中)　―　発達障害の子どもの理解とその対応の仕方　―

事前課題：発達障害について
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

9学級経営上の諸問題Ⅲ(高)学級経営上の諸問題Ⅲ(高)　―　グループ討議（進路・メディアリテラシーを中心として）　―

事前学習：メディアリテラシーに
ついて／グループ討議の「振り返
り」提出（4時間）

10 学級の安全と危機管理 学級の安全と危機管理
　―　グループ討議（情報管理・事故・災害への対応を中心として）―

事前課題：学校の危機管理
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

11学級経営上の諸問題Ⅳ 学級経営上の諸問題Ⅳ
　―　グループ討議（教員に求められる人権感覚）　―（外部講師）

事前学習：学校現場の人権
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

12「食に関する指導の全体計画」の作成
「食に関する指導の全体計画」の作成について
　―　グループ討議　―

事前学習：食に関する具体的指導
計画
グループ討議の「振り返り」提出

13
教科と特別活動で実施する
「食に関する指導」の再点
検

教科と特別活動で実施する「食に関する指導」の再点検
　―　指導案の作成に関するグループ討議　―

事前学習：特別活動
グループ討議の「振り返り」提出
（4時間）

14
「食に関する指導」のコー
ディネーターとしての栄養
教諭の役割

「食に関する指導」のコーディネーターとしての栄養教諭の役割
　―　グループ討議　―

事前学習：栄養教諭の役割
グループ討議「振り返り」提出
（4時間）

15全体のまとめ
まとめ
課題レポートのテーマについて
　―　受講生各自の到達点の確認と今後の努力目標の設定　―

事前学習：教職課程への取り組み
のまとめ　レポート提出（4時間
）

テキスト
使用しません。

成績評価の方法・基準
受講態度：30％　出席レポート：50％　レポート：20％
S：探究的な姿勢で意欲的に取り組み、レポート及び発言は、課題のねらいを十
分に理解した適切な内容である。他者の意見も踏まえ、建設的な意見も言える
。A：意欲的に取り組み、レポート及び発言は、課題のねらいを理解した内容で
ある。他者の意見を踏まえ、自分の意見が言える。B：概ね意欲的に取り組み、
レポート及び発言は、課題のねらいを概ね把握した内容である。自分の意見が
言える。C：課題のねらいを概ね踏まえて、学習活動ができ、何とか自分の意見
が言える。

参考書
授業ごとに授業内容に応じた講義資料を配布し、各学生に応じて必要な参考
書や参考文献を紹介する。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
教職課程のまとめとなる授業です。グループ討議などを中心に進めていきます
が、栄養教諭の特性を踏まえて、健康栄養学科で学んだ専門科目の知識や技術
等を応用し、積極的な姿勢で学んでほしいと思います。
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科目名 公民科指導法Ⅰ 学年学期 2・3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 非常勤

担当者 宮本　和夫 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 中一(社会)､高一(公民) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
教師として教育現場に立っても困らないだけの実践能力を身につけることを目的とします。第4講までは「公民」という教科にはどのよう
な科目があり、その内容・目的は何であるかを理解し、第5講以降｢現代社会｣について具体的に学び、実際に教壇に立ち模擬授業を行い、
授業とはどのようなものかを体験します。また、公民科における情報機器や教材の活用法についても学んでいきます。

学修到達目標
公民科の「窓口」としての現代社会の内容を包括的に理解して、それを正しくわかりやすく伝える力を身につける。

授業の進め方
講義計画にある模擬授業の回数は受講生の数によって変動することがあるので、必ずしも講義計画どおり進まないことがあります。模擬
授業は教科書にそってその内容を教えるという一般的形態の授業を主としますが、具体的には授業者の工夫に任されます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1講義のガイダンス 講義の目指すもの。1年間の見通し。自分を表現する（自己紹介）
公民科の分野で掘り下げて講義し
てほしいテーマを考え次回提出。
（4時間）

2教育課程上の現代社会の位置づけについて 公民科という教科について（1）－その目標を中心として－
テキストを通観して中学、高校時
代の公民科の授業を振り返る
（4時間）

3現代社会を学ぶとは 公民科という教科について（2）－その内容を中心として－ 興味をもったテーマについてその
理由を考えてまとめる（4時間）

4教えと学び “教わる”ことと“教える”こと。何を教えるのか。どう教えるのか。
教職の魅力と、同時に予想される
困難性について考えをまとめる
（4時間）

5指導案とは 「現代社会」の学習指導案作成―政治的分野について― 本講座の卒業生の授業案について
意見、感想をまとめる（4時間）

6指導案検討 「現代社会」の学習指導案作成―経済的分野について― 本講座の卒業生の授業案について
意見、感想をまとめる（4時間）

7授業実習に学ぶ① 「現代社会」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Aグルー
プ

行われた模擬授業について自分な
りに批評し、多角的に整理、記録
する（4時間）

8授業実習に学ぶ② 「現代社会」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Bグルー
プ

行われた模擬授業について自分な
りの批評を整理、記録する（4時
間）

9授業実習に学ぶ③ 「現代社会」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Cグルー
プ

行われた模擬授業について自分な
りの批評を整理、記録する（4時
間）

10授業実習に学ぶ④ 「現代社会」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Dグルー
プ

行われた模擬授業について自分な
りの批評を整理、記録する（4時
間）

11授業実習に学ぶ⑤ 「現代社会」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Eグルー
プ　

行われた模擬授業について自分な
りの批評を整理、記録する（4時
間）

12授業実習に学ぶ⑥ 「現代社会」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Fグルー
プ　

行われた模擬授業について自分な
りの批評を整理、記録する（4時
間）

13授業実習に学ぶ⑦ 「現代社会」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Gグルー
プ　

行われた模擬授業について自分な
りの批評を整理、記録する（4時
間）

14授業実習に学ぶ⑧ 講師による模擬授業の展開
自分の行なった授業を省みて気づ
いたことや参考になったこと、疑
問点を記録する（4時間）

15授業論を深める 各自の模擬授業を振り返り、反省点や学んだ点を出し合って授業への理
解を深める

講義と模擬授業実践を顧みて、教
職について認識を深めたこと、新
たにしたことを記録する(4時間)

テキスト
「高校現代社会」伊藤光晴ほか著井上貴文ほか編（実教出版）　ISBN:978-4-
407-20206-9 (別途、指示します。）

成績評価の方法・基準
課題：50％　レポート：30％　受講態度：20％
S:教科科目の目標や内容を理解して教材研究を深め、教育実習水準の学習指導
案を作成して模擬授業を行うことができる。A:教科科目の目標や内容を理解し
、教材研究をもとに学習指導案を作成して模擬授業を行うことができる。B:教
科科目の目標や内容をふまえて学習指導案を作成し、模擬授業を行うことがで
きる。C:担当科目の内容に沿って学習指導案を作成することができる。
受講態度とは模擬授業の合評会で、生産的な意見および自らの授業に生かせる
点等を積極的に表明すること。

参考書
「高等学校学習指導要領解説 公民編」（東京書籍）
「中学校学習指導要領解説　社会科」（東洋館出版社）
「中学校、高等学校学習指導要領」（東山書房）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
教師として重要な資質は、単に教え方が上手だというだけでなく、授業に対す
る周到な準備、授業時間に遅れないなど授業に対する真剣な態度です。毎回き
ちんと出席し、積極的に発言することが求められます。
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科目名 公民科指導法Ⅱ 学年学期 2・3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 非常勤

担当者 宮本　和夫 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 高一(公民) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
前期の講義を受けて、後期では「政治･経済」と「倫理」をとりあげます。教壇での模擬授業を繰り返し実践することにより、教師として
の実践的能力を身につけます。模擬授業は受講生が交代して行い、終了後、自己評価・相互評価を行い、担当者がコメントします。

学修到達目標
現代社会のより深い展開である政治経済と倫理の科目について理解を広め、わかりやすく教えることができるようになる。

授業の進め方
講義計画にある模擬授業の回数は受講生の数によって変動することがあるので、必ずしも計画通り進まないことがありますが、各自3回の
模擬授業実施を予定しています。授業する単元については、各自の希望を尊重します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1政治経済の教育課程上の位置づけについて 「政治・経済」その目標と内容について ニュース・ミニ解説の準備を行な
う（4時間）

2ミニ授業の実習 ニュース・ミニ解説実習（プレ模擬授業） 他の人のミニ解説を聞いての感想
、意見を記録する（4時間）

3授業実習に学ぶ① 「政治・経済」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Aグル
ープ

模擬授業についての感想、意見要
望を記録する（4時間）

4授業実習に学ぶ② 「政治・経済」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Bグル
ープ

模擬授業についての感想、意見、
要望を記録する（4時間）

5授業実習に学ぶ③ 「政治・経済」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Cグル
ープ

模擬授業についての感想、意見、
要望を記録する（4時間）

6授業実習に学ぶ④ 「政治・経済」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Dグル
ープ

模擬授業についての感想、意見、
要望を記録する（4時間）

7授業実習に学ぶ⑤ 「政治・経済」の模擬授業とその分析　模擬授業実施グループ：Eグル
ープ

模擬授業についての感想、意見、
要望を記録する（4時間）

8倫理という科目についての教育課程上の位置づけ 「倫理」の学習指導案の作成
卒業生の授業案を参考に自分の選
んだテーマの指導案の試作する
（4時間）

9授業実習に学ぶ⑥ 「倫理」の模擬授業とその分析ー思想の源流を探るー 模擬授業についての感想、意見、
要望を記録する（4時間）

10授業実習に学ぶ⑦ 「倫理」の模擬授業とその分析ー世界の宗教の特徴についてー 模擬授業についての感想、意見、
要望を記録する（4時間）

11授業実習に学ぶ⑧ 「倫理」の模擬授業とその分析ー西洋思想の特徴と現代ー 模擬授業についての感想、意見、
要望を記録する（4時間）

12授業実習に学ぶ⑨ 「倫理」の模擬授業とその分析ー東洋思想の特徴と現代ー 模擬授業についての感想、意見、
要望を記録する（4時間）

13授業実習に学ぶ⑩ 「倫理」の模擬授業とその分析ー日本の思想の歴史ー 模擬授業についての感想、意見、
要望を記録する（4時間）

14授業実習に学ぶ⑪ 「倫理」の模擬授業とその分析ー現代の思想の課題ー 模擬授業についての感想、意見、
要望を記録する（4時間）

15
政治経済、倫理を教えるこ
との意味をあらためて考え
る

今日のグローバル社会において、政治経済および倫理の教育が必要とさ
れる時や場面を想像しながら自由闊達なディスカッションを行なう

これまでの講義の全体的な感想を
記して提出（4時間）

テキスト
「高校現代社会」伊藤光晴ほか著井上貴文ほか編（実教出版）　ISBN:978-4-
407-20206-9 (別途、指示します。）

成績評価の方法・基準
課題：50％　レポート：30％　受講態度：20％
S：科目相互の関連性などにも理解を深め、指導内容を精選した模擬授業を行う
とともに、考察や相互評価なども主体的に取り組み実践的な指導力を習得して
いる。A：教材研究を深めて模擬授業を行い、考察や意見交換などにも取り組ん
で指導力の向上をめざしている。B：学習指導案を作成し、模擬授業と授業後の
考察や意見交換などに積極的に取り組んでいる。C：学習指導案を作成し、模擬
授業を行うことができる。

参考書
「高等学校学習指導要領解説 公民編」(東京書籍) 「中学校学習指導要領解
説　社会科」(東洋館出版社) 「中学校学習指導要領」(東山書房) 「高等学
校学習指導要領」(東山書房)

履修上の注意（学生へのメッセージ）
よい授業とは、単に教え方が上手いというだけではありません。教師の授業に
対する周到な準備・情熱・意欲、生徒と共に学ぼうとする真摯な態度が求めら
れます。それを体感してほしいと思います。



 - -29

科目名 商業科指導法Ⅰ 学年学期 2・3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 非常勤

担当者 丸山　新吉 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 高一(商業) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
わが国の商業教育は、商業学校通則の制定(明治17年)をその始まりとし、経済社会の発展に重要な役割を果たすと共に、国内外の産業界
発展に尽力した多くの人材を輩出してきました。その内容は時代とともに急速に変化するものですが、本質を理解し、高等学校教育と専
門教育の役割を十分理解した上で、商業教育の実践者としての在り方を考えてもらうことを目的としています。さらに、常に経済社会の
変化について認識を深め、新しい教育をめざす教育の実践者としての資質・態度を養ってもらうことを目標とします。

学修到達目標
商業教育の本質を理解し、その内容を十分理解した上で、教師としての在り方を考えることができる。また、常に新しいビジネス社会の
変化について認識を深め、新しい教育をめざす資質・態度を養えるようになる。

授業の進め方
教室での講義を中心としながらも、実践的な指導力の育成を目標に、できる限り履修者が主体的に学習できるよう、ホームワークを活用
して授業を進めます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1商業教育の必要性と意義① 高等学校における商業教育の必要性 テキスト P.7 ～ P.10をよく読ん
できてください。（4時間）

2商業教育の必要性と意義② 商業教育の意義 テキスト P.11 ～ P.14をよく読
んできてください。（4時間）

3わが国の商業教育の歩み① 新制商業教育の開始まで テキスト P.15 ～ P.20をよく読
んできてください。（4時間）

4わが国の商業教育の歩み② 学習指導要領（試案）から平成元年の改訂まで テキスト P.21 ～ P.29をよく読
んできてください。（4時間）

5わが国の商業教育の歩み③ 学習指導要領　平成11年の改訂 テキスト P.30 ～ P.34をよく読
んできてください。（4時間）

6学習指導要領とその理解① 教育課程の編成方針 テキスト P.35 ～ P.39をよく読
んできてください。（4時間）

7学習指導要領とその理解② 教科「商業」の理解 テキスト P.40 ～ P.45をよく読
んできてください。（4時間）

8学習指導要領とその理解③ 「総合的な学習の時間」の理解 テキスト P.46 ～ P.47をよく読
んできてください。（4時間）

9各科目の学習内容とそのねらい① ビジネス基礎 テキスト P.48 ～ P.52をよく読
んできてください。（4時間）

10各科目の学習内容とそのねらい② マーケティング分野 テキスト P.53 ～ P.64をよく読
んできてください。（4時間）

11各科目の学習内容とそのねらい③ ビジネス経済分野 テキスト P.65 ～ P.76をよく読
んできてください。（4時間）

12各科目の学習内容とそのねらい④ 会計分野 テキスト P.77 ～ P.93をよく読
んできてください。（4時間）

13各科目の学習内容とそのねらい⑤ ビジネス情報分野 テキスト P.94 ～ P.113をよく読
んできてください。（4時間）

14各科目の学習内容とそのねらい⑥ 総合的科目 テキスト P.114 ～ P.124をよく
読んできてください。（4時間）

15まとめ 商業科指導法Ⅰで学んだ内容のまとめ
商業科指導法Ⅰで学んだ内容をレ
ポートにまとめてください。
（4時間）

テキスト
「教職必修 最新商業科教育法 新訂版 平成25年度実施カリキュラム対応」日
本商業教育学会編（実教出版）　ISBN:987-4-407-32265-1 (生協で購入して
ください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：100％
S:授業内容を90%以上理解して受講態度がきわめて優秀。A:授業内容を80%程度
理解して受講態度が優秀。B:授業内容を70%程度理解して受講態度が普通。C:授
業内容を60%程度理解して受講態度が普通。

参考書
「高等学校学習指導要領解説　商業編」
「高等学校学習指導要領」

履修上の注意（学生へのメッセージ）
学習指導要領の変遷は早期にテキストを入手して事前に熟読してください。
1982年より松商学園高等学校の教員として勤務して現在に至る。
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科目名 商業科指導法Ⅱ 学年学期 2・3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 非常勤

担当者 丸山　新吉 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 高一(商業) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
学習指導は学校における教育活動の中心であり、これを確実に行うことが教師の任務です。商業科指導法Ⅰの内容を受けて、年間指導計
画と学習指導案(授業指導案)の作成を実際に行い、生徒として経験した内容も参考にしながら指導方法を検討し、受講者全員が模擬授業
(50分)を行います。その際に授業担当以外の学生は、生徒として授業を受けながら評価をしてもらいます。教育の現場において、生徒が
自ら学ぶための指導・援助が実践できる指導者の育成を目標とします。

学修到達目標
年間指導計画と学習指導案を実際に作成し、模擬授業(50分)を実際におこなって、相互に評価することができる。教育の現場において、
生徒が自ら学ぶための指導・援助が実践できる指導者となる。

授業の進め方
教育実習を視野に入れた実践的な指導力の育成を目標に、できる限り履修者が主体的に学習できるよう、ホームワークを活用して授業を
進めます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1指導計画と授業展開① 教育課程と学習指導 テキスト P.125 ～ P.127をよく
読んできてください。（4時間）

2指導計画と授業展開② 指導計画 テキスト P.127 ～ P.128をよく
読んできてください。（4時間）

3指導計画と授業展開③ 指導形態と指導方法 テキスト P.129 ～ P.132をよく
読んできてください。（4時間）

4指導計画と授業展開④ 年間指導計画作成の実際 テキスト P.133 ～ P.135をよく
読んできてください。（4時間）

5指導計画と授業展開⑤ 学習指導案作成の実際 テキスト P.136 ～ P.142をよく
読んできてください。（4時間）

6指導計画と授業展開⑥ プレゼンテーションと授業 テキスト P.143 ～ P.147をよく
読んできてください。（4時間）

7商業教育と人間形成① 商業教育を通じて育成したい生徒像 テキスト P.148 ～ P.149をよく
読んできてください。（4時間）

8商業教育と人間形成② 商業教育と特別活動 テキスト P.150 ～ P.155をよく
読んできてください。（4時間）

9商業教育と人間形成③ 商業教育と生徒指導 テキスト P.156 ～ P.158をよく
読んできてください。（4時間）

10商業教育と人間形成④ 商業教育と進路指導・キャリア教育 テキスト P.159 ～ P.163をよく
読んできてください。（4時間）

11模擬授業と授業観察① 模擬授業(50分)と授業観察　Aグループ
授業実施者は学習指導案を作成し
反省をレポートに、観察者は感想
をまとめてください。(4時間)

12模擬授業と授業観察② 模擬授業(50分)と授業観察　Bグループ
授業実施者は学習指導案を作成し
反省をレポートに、観察者は感想
をまとめてください。(4時間)

13模擬授業と授業観察③ 模擬授業(50分)と授業観察　Cグループ
授業実施者は学習指導案を作成し
反省をレポートに、観察者は感想
をまとめてください。(4時間)

14商業科教師への期待 新しい時代における教師の在り方　ほか テキスト P.164 ～ P.173をよく
読んできてください。（4時間）

15まとめ 商業科指導法Ⅱで学んだ内容のまとめ
商業科指導法Ⅱで学んだ内容をレ
ポートにまとめてください。
（4時間）

テキスト
「教職必修 最新商業科教育法 新訂版 平成25年度実施カリキュラム対応」日
本商業教育学会編（実教出版）　ISBN:987-4-407-32265-1 　商業科指導法
Ⅰで購入済です。

成績評価の方法・基準
定期試験：50％　課題：50％
課題は｢模擬授業実習(50分)｣であり、受講者全員一回は行う。
S:授業内容を90%以上理解して課題を高度に実施できる。A:授業内容を80%程度
理解して課題を高度に実施できる。B:授業内容を70%程度理解して課題を普通に
実施できる。C:授業内容を60%程度理解して課題を普通に実施できる。

参考書
「高等学校学習指導要領解説　商業編」文部科学省著実教出版編　
ISBN：978-4-407-32002-2  商業科指導法Ⅰで購入済です。
「高等学校学習指導要領」  商業科指導法Ⅰで購入済です。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
模擬授業で教える内容について、専門知識の習得をお願いします。また、板書
時に誤字・筆順間違い等が無いように予習しておいて下さい。
1982年より松商学園高等学校の教員として勤務して現在に至る。
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科目名 情報科指導法Ⅰ 学年学期 3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 W-31

担当者 室谷　心 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 水曜日3限

関連資格 高一(情報) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
この授業は高校で「情報」を教える教師を目指す人のための科目です。高校の教科としての「情報」は何を目指すのか、また、どうすれ
ばそれを実際の授業で実現できるのか。将来皆さんが高校の「情報」の教師として、何をどんな風に教えていけばよいのか、それを考察
することがこの授業の目的です。

学修到達目標
自ら授業計画をたて、目指す授業の指導案が書けるようになる。

授業の進め方
講義と課題の発表により、授業を進めます。
皆さんの課題の成果を授業にフィードバックさせながら、内容をステップアップさせていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1理想の情報教育とは 今までに自分が受けてきた情報教育をふり返り、情報教育の理想とは何
かを考えます。

他の人の考えと、自分の考えの比
較検討を行い、「情報教育」の目
指すものを考える。(4時間)

2指導要領を読む 高等学校学習指導要をよみ、文部科学省の目指す情報教育を理解する。
学習指導要領に書かれていること
と、自分の理想との比較検討を十
分に行う。(4時間)

3情報倫理 ネット上のさまざまなトラブルを考え、ネット社会での正しい態度”情
報倫理”をどう教えるかを考える。

ネット上、ネット外。社会の構成
員としての態度の同異を検討する
。(4時間)

4情報検索 情報源として、「図書館 vs インターネット」どのような使いわけを指
導するか考える。

自分の周りの情報をフロー型とス
トック型の視点で分けて、得手不
得手を考える。(4時間)

5エントロピーと情報量 情報量の考え方を理解し、インフラストラクチャーの整備とマルチメデ
ィアデータの普及や利用との関係を考える。

自分の携帯に入っている音楽や動
画のファイルサイズを実際に計算
してみること。(4時間)

6タイピング練習
コンピュータへのデータ入力法をいかに身につけさせるかを考える。タ
イピング、マウス、音声入力などいろいろな入力方法の使い分けをどう
教えるか考える。

音声入力やジェスチャー入力を試
してみる。(4時間)

7ワープロを教える 高校生が身につけるべきワープロ技法を考える。キー入力教育ではなく
ワープロ技法である。

生徒の手本となる書類を自分で作
成してみる。(4時間)

8表計算ソフトを教える ビジネスアプリで最も役立つといわれる表計算ソフトの価値と、高校生
が身につけるべき表計算ソフトの技技能を考える。

表計算ソフトの技法について自分
仕様のミニマムセットを作ってみ
る。(4時間)

9ヴァーチャル世界 教育におけるヴァーチャル世界の功罪を考えてみよう。
自分の子供の頃と、これからの子
供を取り巻く世界の違いをまとめ
てみる。(4時間)

10プログラミング教育 コンピュータを自由にコントロールする楽しさをどう伝えるか。また、
モダンなプログラミング技法についても学びましょう。

並べ替えアルゴリズムを自分で実
行できるように練習する。(4時間
)

11情報発信 誰もが情報の発信者となれる WEB2.0の世界、情報発信手段としてのホ
ームページとアクセシビリティーを考える。

身近なページのアクセスビリティ
―をチェックしてみる。(4時間)

12プレゼン入門 プレゼンテーションの教え方と教育におけるICTの活用。 分かりやすいプレゼン技法を纏め
る。(4時間)

13指導要領をもう一度 いろいろ学んだうえで、高等学校学習指導要領をもう一度読み、文部科
学省の目指すところをもう一度考える。

指導要領の良くできている点、足
らない点をリストアップする。
(4時間)

14理想の情報教育とは あらためて、これからの情報教育の理想を考える。 自分なりの高等学校「情報」のプ
ランを組んでみる。(4時間)

15まとめ 各自が考えてきた、高等学校「情報」の指導プランを比較検討する。
他の人のプラントの比較を踏まえ
て、自分の「高等学校情報」のプ
ランをより良くする。(4時間)

テキスト
「高等学校学習指導要領解説情報編」文部科学省編（開隆館出版販売）(別途
、指示します。）

成績評価の方法・基準
定期試験：60％　課題：40％
課題とは、授業中の議論への参加の度合とレポートです。
S:教科書の任意の範囲について、発展的な指導計画を立てることができる。
A:自ら選んだ範囲について、発展的な指導計画を立てることができる。
B:自ら選んだ範囲について、標準的な指導計画を立てることができる。
C:自ら選んだ範囲について、指導計画を立てることができる。

参考書
「高等学校学習指導要領」文部科学省編

履修上の注意（学生へのメッセージ）
人に教えるには、まず自分がよく理解している必要があります。情報関連の授
業をたくさん取り、いろいろな知識を身につけましょう。
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科目名 情報科指導法Ⅱ 学年学期 3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 W-31

担当者 室谷　心 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 月曜日2限

関連資格 高一(情報) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
この授業は高校で「情報」という科目を教える教師を目指す人のための科目です。指導法Ⅱでは高等学校での「情報」の授業の組み立て
を実際にできるようになりましょう。
「情報科指導法 I」での考察を生かし、 理想の授業を目指して実際に授業をやってみましょう。お互いの授業を検討し、検討成果を次の
授業にフィードバックさせながらステップアップして、より良い授業の構成を考えていきます。

学修到達目標
指導案を作りそれに沿った授業ができるようになる。
自らの行った（模擬）授業を振返り、次の授業の改善につなげられるようになる。

授業の進め方
受講学生で順番に教師役と生徒役を務め、典型的な題材について模擬授業を行い、人に説明することの難しさと、情報教育の要点の理解
を目指します。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス ガイダンスと班分け
情報科指導法 Iで修得した指導案
のつくり方を復習し、模擬授業の
テーマを考えておく。(4時間)

2テーマ選定 各自が行う模擬授業のテーマを選定します。全体として偏りがないよう
に調整します。

希望する模擬授業のテーマを考え
ておく。決まったテーマについて
準備を始める。(4時間)

3授業のゴールとデザインを考える
授業評価と授業設計の考え方や例を基に、テーマにふさわしい授業のデ
ザインを考える。

自分の提案したデザインと他の人
のデザインの比較検討(4時間)

4指導案の作成法 情報科指導法 Iで修得した事を思い出しながら、指導案の作成法と、教
材準備について考える。

情報科指導法 Iの内容を良く復習
する。指導案を作ってみる。(4時
間)

5教材準備
情報科指導法 Iで修得した事を思い出しながら、指導案の作成法と、教
材準備について各人の準備状況を発表し比較討論を行う。とくに、情報
機器の教材としての活用について検討する。

授業での議論を踏まえて指導案を
修正し、補助教材の準備を行う。
(4時間)

6模擬授業1（情報倫理）の準備
利用する補助教材を確定し、模擬授業1（情報倫理）のための教材研究
を行い、指導案を仕上げる。

指導案に沿って授業の練習をする
。(4時間)

7模擬授業1（情報倫理） 模擬授業1（情報倫理）を行う。他の学生は生徒役を演じる。 教師役も生徒役も授業内容の内容
の評価を行う。(4時間)

8模擬授業1（情報倫理）の評価と反省 模擬授業1（情報倫理）に対する評価と反省を議論する。 議論した評価と反省を各自まとめ
る。(4時間)

9模擬授業2（デジタルデータ）の準備
模擬授業1の反省を踏まえて、模擬授業2（デジタルデータ）のための教
材研究を行い、指導案を仕上げる。

模擬授業2の指導案を完成させて
おく。(4時間)

10模擬授業2（デジタルデータ）と評価
模擬授業2（デジタルデータ）を行う。他の学生は生徒役を演じる。お
互いに講評を行い評価と反省を議論する。

教師役も生徒役も授業内容の内容
の評価を行う。(4時間)

11模擬授業3（プログラミング）の準備
模擬授業1、2の反省を踏まえて、模擬授業3（プログラミング）のため
の教材研究を行い、指導案を仕上げる。

議論した評価と反省を各自まとめ
る。(4時間)

12模擬授業3（プログラミング）と評価
模擬授業3（プログラミング）を行う。他の学生は生徒役を演じる。お
互いに講評を行い評価と反省を議論する。

模擬授業3の練習を十分に行う。
(4時間)

13模擬授業4（表計算ソフト）の準備
今までの模擬授業にたいする反省を生かして、模擬授業4（表計算ソフ
ト）のための教材研究を行い、指導案を仕上げる。

議論した評価と反省を各自まとめ
る。模擬授業4の練習を十分に行
う。(4時間)

14模擬授業4（表計算ソフト）と評価 模擬授業4（表計算ソフト）を行いその評価と反省を議論する。 模擬授業についての反省を纏めて
おく。(4時間)

15全体の総括 各自、模擬授業についてのまとめを発表し討論する。 授業についての検討を深める。
(4時間)

テキスト
「高等学校学習指導要領解説情報編」文部科学省編（開隆館出版販売）　情
報科指導法Ⅰで購入済です。

成績評価の方法・基準
課題：50％　定期試験：50％
課題とは模擬授業およびその前後の議論への参加度のことです。
S:教科書の任意の範囲について、発展的な指導計画を立て、それに沿った授業
を行うことができる。　A:自ら選んだ範囲について、発展的な指導計画を立て
、それに沿った授業を行うことができる。　B:自ら選んだ範囲について、標準
的な指導計画を立て、それに沿った授業を行うことができる。　C:自ら選んだ
範囲について、指導計画を立て、それに沿った授業を行うことができる。

参考書
「高等学校学習指導要領」（東山書房）
「上手な教え方の教科書 ～ 入門インストラクショナルデザイン」向後千春
著（技術評論社）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
模擬授業に先立って指導案の作成があり、模擬授業の後お互いの授業について
論評しあいます。教師役でない学生も授業の準備を行い、自分の授業計画と担
当者の模擬授業との違いを考えてみましょう。
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科目名 社会科指導法Ⅰ 学年学期 2・3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 非常勤

担当者 平澤　香 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 中一(社会) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
本講義では、中学校社会科がめざす、国際社会に生きる民主的，平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養うため
に、中学校の社会科教員として必要な指導法の基礎を身に付けることをねらいとしています。さらに、戦後の中学校教育の変遷を踏まえ
るとともに、新たに登場した社会科について，カリキュラム、学習指導、評価といった様々な視点と，社会の変化や学校教育の諸課題と
関連づけながら社会科教育の在り方を考察します。また、優れた実践例も紹介します。

学修到達目標
・社会科学習の意義やカリキュラム理論を理解し指導と評価が一体となった授業を構想するための年間指導計画を作成することができる
。
・優れた先人の実践例から、生きる力や確かな学力を育成するための指導方法を習得する。
授業の進め方
教員から提示されるテーマを受講者がそれぞれ選択して調べ、その発表を中心に全体で議論を深めながら講義を進めます。また、フィー
ルドワークなどの作業的体験的な学習も随時取り入れます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション オリエンテーション－講義の概要－
学習指導要領及び3分野の教科書
を事前に熟読しておくこと(4時間
)

2社会科のあゆみ 戦後の社会科教育のあゆみ
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

3社会科のカリキュラム理論 社会科学習の意義とカリキュラムの理論
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

4地理的分野のカリキュラム 地理的分野の年間カリキュラム
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
）

5地理的分野の評価 地理的分野の指導と評価のポイント
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

6歴史的分野のカリキュラム 歴史的分野の年間カリキュラム
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

7歴史的分野の評価 歴史的分野の指導と評価のポイント
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

8公民的分野のカリキュラム 公民的分野の年間カリキュラム
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

9公民的分野の評価 公民的分野の指導と評価のポイント
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

10実践例(1) 学び方を学ぶ社会科学習の実践例
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

11実践例(2) 話し合いや発表を生かした社会科学習の実践例
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

12実践例(3) インターネットやGISを活用した社会科学習の実践例
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

13実践例(4) 調査・体験活動を重視した社会科学習の実践例（アウトキャンパス）
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

14評価問題 社会科評価問題の工夫と改善
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

15まとめ まとめ－これからの社会科を考える
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

テキスト
「中学校学習指導要（平成29年告示）領解説　社会編」（東洋館出版社）(別
途、指示します。）
「中学校社会科地図」（帝国書院）(別途、指示します。）
「新しい社会　地理」（東京書籍）(別途、指示します。）
「社会科 中学生の歴史 日本の歩みと世界の動き 」（帝国書院）(別途、指
示します。）
「社会科 中学生の公民 よりよい社会をめざして」（帝国書院）(別途、指示
します。）

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　課題：30％　レポート：20％
S:到達目標達成のために進んで課題に取り組み、各回の授業内容をすべて理解
し指導と評価が一体となった年間指導計画を作成することができる。A:到達目
標達成のために課題に取り組み、各回の授業で学んだことを理解し年間指導計
画を作成することができる。B:到達目標達成のために課題に取り組み、各回の
授業で学んだことを概ね理解し年間指導計画を作成することができる。C:到達
目標達成を理解して課題に取り組み、年間指導計画を作成することができる。

参考書
「中学校学習指導要領」（東山書房）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
中学校社会科の免許取得を希望する皆さんは、目指す社会科の教員像を明確に
もつとともに、社会科好きの生徒を育成するには、どんな知識、概念や技能を
身に付けなければならないかを常に念頭に置いて受講してください。
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科目名 社会科指導法Ⅱ 学年学期 2・3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 非常勤

担当者 平澤　香 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 中一(社会) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
本講義では、中学校社会科がめざす、国際社会に生きる民主的，平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養うため
に、中学校の社会科教員として必要な指導法の基礎を身に付けることをねらいとしています。さらに、生徒の主体的な学習を実現するた
めにどうすればよいのかについて、「適切な課題を設けて行う学習」に焦点を当てながら、実践的に考察します。

学修到達目標
・社会科の授業を実践するに当たっての教材開発の方法やICTを含めた教材教具の活用方法を身に付ける。
・指導案作成や模擬授業を通して、社会科教員として必要な知識や技能を養う。

授業の進め方
本講義では、上高地でのアウトキャンパスで実際に資料の収集を行ったり、教材・教具を開発して指導案を作ったりするなどして模擬授
業を行うとともに、学生相互で評価し合うなど、作業的・体験的な活動を多く取り入れて講義を進めます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション オリエンテーション－講義の概要－
学習指導要領及び3分野の教科書
を事前に熟読しておくこと(4時間
)

2学習指導要領 現行学習指導要領とその解説
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

3資料の収集と活用(1) 地理的分野の学習資料の収集と活用（アウトキャンパス）
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

4教材教具の利用と開発(1)地理的分野の教材教具の利用と開発
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

5模擬授業(1) 地理的分野の授業づくりと模擬授業
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

6資料の収集と活用(2) 歴史的分野の学習資料の収集と活用（アウトキャンパス）
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

7教材教具の利用と開発(2)歴史的分野の教材教具の利用と開発
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

8模擬授業(2) 歴史的分野の授業づくりと模擬授業
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

9資料の収集と活用(3) 公民的分野の学習資料の収集と活用（アウトキャンパス）
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

10教材教具の利用と開発(3)公民的分野の教材教具の利用と開発
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

11模擬授業(3) 公民的分野の授業づくりと模擬授業 前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと

12新しい社会科学習(1) 国際理解と社会科学習
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

13新しい社会科学習(2) 情報化・ICTの活用と社会科学習
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

14新しい社会科学習(3) 環境・資源エネルギーと社会科学習
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

15まとめ まとめ－中学校社会科における授業改善の視点
前回授業で渡した資料を事前によ
く読んで予習しておくこと(4時間
)

テキスト
「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説　社会編」文部科学省編（東洋
館出版社）(別途、指示します。）
「中学校社会科地図」（帝国書院）(別途、指示します。）
「新しい社会　地理」（東京書籍）(別途、指示します。）　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　他　別途指示します。
「社会科 中学生の歴史 日本の歩みと世界の動き」（帝国書院）(別途、指示
します。）
「社会科 中学生の公民 よりよい社会をめざして」（帝国書院）(別途、指示

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　課題：30％　レポート：20％
S:到達目標達成のために進んで課題に取り組み、各回の授業内容をすべて理解
し指導案の作成や模擬授業を行うことができる。A:到達目標達成のために課題
に取り組み、各回の授業で学んだことを理解し指導案の作成や模擬授業を行う
ことができる。B:到達目標達成のために課題に取り組み、各回の授業で学んだ
ことを概ね理解し指導案の作成や模擬授業を行うことができる。C:到達目標達
成を理解して課題に取り組み、指導案の作成や模擬授業を行うことができる。

参考書
「中学校学習指導要領」（東山書房）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
自分は社会科の教員としてどのような授業実践を行いたいかを明確にもってく
ださい。このため優れた教育者の著作にふれるとともに、恩師や先輩から現在
の生徒の実態や社会科の授業の現状について直接話を伺っておいてください。
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科目名 教育実践特講 学年学期 2・3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 S-23

担当者 小松　茂美・山﨑　保寿・藤江　玲子 必修選択 選択 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 木曜日1限

関連資格 高一(商業)､高一(情報)､中一(社会)､高一(地歴)､高一(公民)､中一(保体
)､高一(保体)､養教一､中一(保健)､高一(保健)､中一(英語)､高一(英語)履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
本講義は、現場の教育実践を直接参観することにより教育及び授業に対する理解・関心を深める契機とし、実際の授業の参観を通して4年
次に行う教育実習へのスムーズな移行ができるようにします。長野県下の中学校、高等学校の授業を参観し、参観後レポートを提出し、
その提出したレポートに基づいてディスカッションや模擬授業を行い、他者と意見を交わしながら授業に対する基本的な理解を深めます
。

学修到達目標
授業参観の基本的な態度・心得について理解を深め授業の見方を身につけ、参観後のディスカッションと模擬授業をとおして、授業実践
力を身につけると共に、自己表現力・コミュニケーション能力を向上させる。併せて、よい授業・わかる授業についての理解を深める。

授業の進め方
授業参観を2回（2日間）行い、参観後レポートを提出し、提出したレポートに基づいてディスカッションを行います。授業参観の経験を
活かし、各自作成した学習指導案に基づき模擬授業を行い、授業力の向上を図ります。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 授業の見方について
授業参観の基本的心得について

授業内容を確認し記録整理する
（4時間）

2高等学校の訪問Ⅰ 授業参観①　取得を目指している免許教科の授業参観 事前学習：参観のポイント確認
参観レポート提出（4時間）

3高等学校の訪問Ⅱ 授業参観②　授業参観①と異なる教科の授業参観 事前学習：参観のポイント確認
参観レポート提出（4時間）

4中学校の訪問 授業参観　取得を目指している免許教科の授業を中心に授業参観 事前学習：参観のポイント確認
参観レポート提出（4時間）

5ディスカッションⅠ 高等学校の授業参観で学んだこと 事前学習：授業参観記録の確認
課題レポート提出（4時間）

6ディスカッションⅡ 中学校の授業参観で学んだこと 事前学習：授業参観記録の確認
課題レポート提出（4時間）

7ディスカッションⅢ 授業参観をとおして学んだこと教育実習にどう生かすのか 事前学習：自己課題の確認
課題レポート提出（4時間）

8学習指導案の作成と教材研究Ⅰ 学習指導案の作成と教材準備について再確認する 事前学習：学習指導案の基礎基本
学習指導案提出準備（4時間）

9指導案の作成と教材研究Ⅱ 模擬授業に向けた学習指導案の作成と教材研究 事前学習：教材研究
学習指導案提出準備（4時間）

10指導案の作成と教材研究Ⅲ 模擬授業に向け学習指導案をもとに教材作成
事前学習：教材の準備
学習指導案提出と教材作成（4時
間）

11模擬授業と板書の実際Ⅰ Aグループによる模擬授業とその評価 事前学習：模擬授業の準備
授業レポート提出（4時間）

12模擬授業と板書の実際Ⅱ Bグループによる模擬授業とその評価 事前学習：模擬授業の準備
授業レポート提出（4時間）

13模擬授業と板書の実際Ⅲ 模擬授業のまとめ（反省と課題） 事前学習：模擬授業の準備
授業レポート提出（4時間）

14授業評価 授業評価について（よくわかる授業、良い授業にするために） 事前学習：授業の評価
課題レポート提出準備（4時間）

15まとめ 良い授業の条件について
まとめ

事前学習：良い授業とは
課題レポートの提出（4時間）

テキスト
必要に応じて、プリント資料を配布します。

成績評価の方法・基準
受講態度：20％　出席レポート：30％　実技：30％　レポート：20％
S：授業参観力、よい授業・わかる授業についての理解に優れ、授業実践力の向
上が期待以上である。A：授業参観の心得、よい授業・わかる授業について理解
しており、授業実践に活かすことが十分期待できる。B：授業参観の心得、よい
授業・わかる授業について理解し、教授法を工夫し授業実践に活かすことが期
待できる。C：授業参観の心得、よい授業・わかる授業について理解しており、
授業実践や教授法の工夫に活かすことが概ね期待できる。

参考書
「『大西流授業の見方―授業を見る目を高めるノウハウ25』」大西貞憲／玉
置崇著（KKプラネクサス 2010年）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
授業参観を通して見出した課題を受講者が相互に出し合い、よい授業、よくわ
かる授業とはどのような授業かについて、本講義を通して理解を深めます。学
校現場の経験を踏まえ、授業を進めます。



（教師に求められる実践的指導力）



（保健体育科教員としての基礎知識）
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科目名 教職特講演習Ⅲ（保健体育科の学習指導法） 学年学期 2・3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 非常勤

担当者 佐藤　厚彦 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 中一(保体)､高一(保体)､養教一､中一(保健)､高一(保健) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
本講義は基本的に中学校・高等学校の保健体育科教員として必要な専門知識を、実際の体育授業で活用できるようにより具体化した内容
として学ぶことを目的としています。学習指導要領に示されている各領域の内容について、子どもに指導する際に押さえておかなければ
ならない詳細なポイントを徹底したドリル学習により身につけていきます。

学修到達目標
中学校･高等学校の保健体育教員として、体育授業に活用できる程度まで詳細に具体化した知識を身につける。具体的には体育授業で実際
に起こり得る学習指導上の課題や教員採用試験の問題などを例に、体育教員としてどのような知識が必要なのかを考察し、それが完全に
身につくまで繰り返し学習し、教員採用試験に合格できる力を身につける。
授業の進め方
本講義ではこれまで「指導法」の講義で学んだ内容を復習した後、例題に沿って基本的な課題や問題を全員で考察して理解を深めていき
ます。さらにその後は、各自でいくつかの例題に取り組み、より確かな知識とします。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 授業の目的、学習の進め方を確認します。実際の教員採用試験の問題に
取り組み、現在の自分の力を認識します。

事前にシラバスを読んでくる。教
員採用試験のできなかったところ
を再度学習する。(4時間)

2学習指導要領(目標及び内容)
体育教師として理解しておかなければならない学習指導要領の内容につ
いて学習し、例題に取り組んで知識を深めます。

学習指導要領について予習をして
おき、例題でわからなかった点を
復習する。(4時間)

3学習指導要領(内容の取り扱い)
体育教師として理解しておかなければならない学習指導要領の内容につ
いて学習し、例題に取り組んで知識をより確かなものとします。

学習指導要領について予習をして
おき、例題でわからなかった点を
復習する。(4時間)

4体つくり運動 「体つくり運」について、その内容を学習し、関連する例題に取り組ん
で知識を深めます。

「体つくり運動」について予習を
しておき、例題でわからなかった
点を復習する。(4時間)

5器械運動 「器械運動」について、その内容を学習し、関連する例題に取り組んで
知識を深めます。

「器械運動」について予習をして
おき、例題でわからなかった点を
復習する。(4時間)

6陸上競技 「陸上競技」について、その内容と実習を取り入れた指導方法について
学習し、関連する例題に取り組んで知識を深めます。

「陸上競技」について予習をして
おき、例題でわからなかった点を
復習する。(4時間)

7水泳 「水泳」について、その内容を学習し、関連する例題に取り組んで知識
を深めます。

「水泳」について予習をしておき
、例題でわからなかった点を復習
する。(4時間)

8球技（ゴール型） 「球技(ゴール型)」について、その内容を学習し、関連する例題に取り
組んで知識を深めます。

「球技(ゴール型)」について予習
し、わからなかった例題を復習す
る。(4時間)

9球技(ネット型） 「球技(ネット型)」について、その内容を学習し、関連する例題に取り
組んで知識を深めます。

「球技(ネット型)」について予習
をしておき、例題でわからなかっ
た点を復習する。(4時間)

10球技（ベースボール型） 「球技(ベースボール型)」を中心に球技全般について、その内容を学習
し、関連する例題に取り組んで知識を深めます。

「球技(ベースボール型)」につい
て予習をしておき、例題でわから
なかった点を復習する。(4時間)

11武道(柔道)(剣道） 「武道(柔道)(剣道)」について、その内容を学習し、関連する例題に取
り組んで知識を深めます。

「武道(柔道)(剣道)」について予
習をしておき、例題でわからなか
った点を復習する。(4時間)

12武道(相撲)及びダンス 「武道(相撲)」及びダンスについて、その内容を学習し、関連する例題
に取り組んで知識を深めます。

「武道(相撲)」「ダンス」につい
て予習をしておき、例題でわから
なかった点を復習する。(4時間)

13体育理論 「体育理論」について、その内容を学習し、関連する例題に取り組んで
知識を深めます。

「体育理論」について予習をして
おき、例題でわからなかった点を
復習する。(4時間)

14総合問題(1) 基本的な内容の総合問題に取り組んで、これまでの学習の成果や今後の
課題を見つけていきます。

これまでの学習内容について復習
しておき、総合問題の結果から今
後の学習を見通す。(4時間)

15総合問題(2) 応用的な内容の総合問題に取り組んで、これまでの学習の成果や今後の
課題を見つけていきます。

これまでの学習内容について復習
しておき、総合問題の結果から今
後の学習を見通す。(4時間)

テキスト
「2020年度　教員採用試験対策　中学･高校保健体育」東京アカデミー編（七
賢出版）　ISBN:978-4-86455-272-1 (生協で購入してください。)　また、中
学・高等学校（保健体育）学習指導要領解説をそれぞれ購入してください。
「中学校学習指導要領解説　保健体育編」（東山書房）(生協で購入してくだ
さい。)
「高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編」（東山書房）(生協で購
入してください。)

成績評価の方法・基準
定期試験：90％　課題：10％
基本的には定期テスト及び講義内で実施する課題の合計点数で評価しますが、
得点の伸び率(学習の努力の度合い）も考慮していきます。Sは全体で9割以上の
得点。Aは8割以上の得点。Bは7割以上の得点。Cは6割以上の得点を必要としま
す。また、それぞれ、15回の講義の得点変動を得点化して若干ですが加算しま
す。

参考書
教員養成セミナー（時事通信社）、教職課程（共同出版）などの教員採用に
関する月刊誌も読んでいくと、受講する上で大変参考になります。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
体育教員として必要な体育の専門知識を身につけるため、演習問題に数多く取
り組みます。内容が幅広いので、授業以外の時間も継続的に学習を進めていく
ことが重要になります。学校現場の経験を生かした講義展開をします。
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科目名 教職特講演習Ⅳ（養護教諭としての基礎知識） 学年学期 2・3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 S-19

担当者 中島　節子 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日3限

関連資格 養教一､中一(保健)､高一(保健) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
本講義は、養護教諭として必要な専門知識と技術を獲得することを目的とします。そのため、健康に関する基礎的事項をはじめ、児童生
徒が罹患しやすい疾病の成り立ち、予防、治療、保健室でのケア等の知識を修得します。また、養護教諭の職務に関する学校保健情報、
健康診断、健康相談、保健室運営等についての知識を深め、養護教諭としての基礎能力を高め、実践につなげていけるようにします。

学修到達目標
養護教諭としての専門的知識と技術を復習しながら理解できる。
健康相談活動、応急手当、保健指導などを事例に応じた対応を実践できる。

授業の進め方
専門的知識を深めるために、各回テーマを決めて、事例検討、確認問題と解説を繰り返しながら進めます。また、実践力を身につけるた
めにロールプレイング、演習しながら技術を向上させます。アウトキャンパスで教育現場での体験学習も行います。　
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1オリエンテーション　養護教諭の職務と必要な能力
オリエンテーションを行います。　
養護教諭の職務および必要な能力について討議します。

養護教諭の職務について予習、復
習する。（4時間）

2保健室の機能と経営 保健室の法的根拠、保健室の機能、保健室の経営、保健室登校について
確認問題を行い、解説をしながら学習します。

保健室の機能と経営について予習
、復習する。（4時間）

3感染症予防 感染症の種類、関係法令について学び、感染症予防について学習します
。

感染予防について予習、復習する
。事例について基礎的な部分を調
べレポートする。（4時間）

4危機発生時における対応 危機発生時における対応について演習を含めて学びます。危機発生時の
児童生徒の心のケアについて関係者との連携を含めて学びます。

危機発生時の事例に対応できるよ
うに予習し、実施したことについ
て復習する。（4時間）

5健康観察 健康観察の目的、実施、養護教諭の処置と対応について学びます。健康
観察の実施は演習を交えて行います。

健康観察について実践できるよう
に予習してくる。実践したことに
ついて復習をする。（4時間）

6健康観察と事後措置 健康観察の方法と事後措置について事例を通して考えます。ロールプレ
イング方式で実践できる能力を養います。

健康観察（フィジカルアセスメン
ト含）について、実践できるよう
に予習する。（4時間）

7健康診断
健康診断の計画、準備、実施方法について確認問題を行い、解説しなが
ら学習します。発達障害などの特殊な場合の健康診断の方法を検討、実
施します。

健康診断と発達障害についてにつ
いて予習レポートする。（4時間
）

8健康診断の事後措置 健康診断の事後措置の方法について事例を用いて考えます。最近の疾病
傾向と対策について学びます。

児童生徒の多い疾患についてレポ
ートにまとめる。（4時間）

9児童生徒に多い疾患Ⅰ
心疾患、腎疾患、糖尿病などの疾患について確認問題を行います。それ
ぞれの事例を通して保健指導等の方法を考えます。ロールプレイングを
しながら面接方法を検討します。

疾患について基礎的なことを予習
しレポートにまとめる。事例の展
開を考える。（4時間）

10児童生徒に多い疾患Ⅱ
アレルギー疾患などの疾患について確認問題を行います。それぞれの事
例を通して保健指導等の方法を考えます。ロールプレイングをしながら
面接方法を検討します。

疾患について基礎的なことを予習
しレポートにまとめる。事例の展
開を考える。（4時間）

11救急処置 救急体制の整備と応急手当について実技を含めた確認問題を行います。
事例を通して実際の対応の仕方を考えます。

救急蘇生法について予習し、事例
に対応できるようにしておく。
（4時間）

12学校に多い外傷の対応 打撲、外傷、捻挫、骨折、脱臼、熱傷の対応についての確認問題を行い
ます。事例を通して、実際の対応を演習します。

学校に多い外傷の病態をまとめ、
対応について予習史事例に対応で
きるようにする。（4時間）

13養護教諭に必要な専門知識1
食育、性教育についての確認問題を行います。保健指導を指導案を作成
して模擬指導を行います。

食育、性教育について予習復習す
る。保健指導案を作成する。
（4時間）

14養護教諭に必要な専門知識2
飲酒、喫煙、薬物乱用について健康被害と予防教育について確認問題を
行います。

飲酒、喫煙、薬物乱用について予
習、復習する。（4時間）

15学校環境衛生基準 学校環境衛生の法的根拠と検査についての確認問題を行います。解答を
解説しながら学びます。

学校環境衛生の法的根拠と検査方
法について予習、復習する。
（4時間）

テキスト
必要の応じて資料を配布します。

成績評価の方法・基準
課題：20％　定期試験：70％　実技：10％
既習学習を復習しながら応用、実践できる能力が身についているか確認します
。レポート提出は確実にできている。S:事前学習を行い養護教諭としての基礎
的知識や技術が身について、事例に応じて応用できる。A:養護教諭としての基
礎的知識や技術が身について、事例に対応できる。B:養護教諭として基礎的な
知識や技術は身についているが、事例に対応する場合には指導を必要とする。
C:養護教諭としての基礎的知識や技術は一応身についているが、応用するには
かなりの指導を要する。

参考書
「よくわかる養護教諭」時事通信出版局編（時事通信社）
「新養護概説　第10版」采女智津江著（少年写真新聞社）　ISBN：978-
4879816306

履修上の注意（学生へのメッセージ）
養護教諭の免許取得に向けての科目です。養護教諭に必要な専門的知識や身体
及び疾患に関する基礎的な知識・技術を確実に身につけ、実践に結びつけるこ
とが前提となります。3年以降での受講が望ましい。



（養護教諭としての実践的指導力）



（学校課題の理解と教師の対応力）





（教師に求められる文章表現能力）
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科目名 教職特講演習Ⅸ（学校体育実技指導の基礎） 学年学期 3年後期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 S-13

担当者 岩間　英明 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日5限

関連資格 中一(保体)､高一(保体) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
本講義は体育指導において、生徒が新しい運動スキルを獲得したり、陥りやすい運動課題の解決法を見つけ出したりするには、どのよう
な指導をしていけばよいのかを実技を通して分析・研究していき、スポーツの指導実践能力を高めることを目的としています。
本講義では各種スポーツの特性の理解や、それに適した指導法ならびに、指導の際の言葉かけ、運動の場づくりといった指導展開をする
上でポイントとなることについて学習していき、生徒が生き生き取り組む体育授業について追究していきます。

学修到達目標
陸上競技のハードル走、器械運動のマットと跳び箱、体つくり運動、ダンス、武道の柔道と剣道、バレーボール、サッカー、バスケット
ボールの指導方法と、技術のポイントを学習し、分かりやすく説明したり実技指導ができるようになる。

授業の進め方
中学校・高等学校の授業でおこなわれるなじみ深いスポーツ種目を中心に展開していきます。各種スポーツの特性の理解、運動技能・技
術の指導、学習集団の指導といった点に着目し、実技による学習を展開していきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1生徒が主体的に学ぶ体育の授業とは
生徒が主体的に学習するための教師の手だてや教師の基本的な体育授業
に対する考え方について

自己紹介、体育の授業や先生に対
する各自の思いをまとめておく
（4時間）

2＜陸上競技＞腰を高く保った走り方
腰を落とさず、高い位置に保ち、ももを上げ、腕の振りで推進力をつけ
る走り方を体感し、指導方法を学ぶ。

自分の走り方について知り、考え
ておく（4時間）

3
＜陸上競技＞
とび越すハードル走からま
たぎ越すハードル走へ①

ふみ切り位置と着地の位置に着目し遠くでふみ切り、近くに着地する走
法をマスターする。フォームの分析の方法を知る。 前回の復習を行う（4時間）

4
＜陸上競技＞
とび越すハードル走からま
たぎ越すハードル走へ②

ハードル上での前傾姿勢、ふり上げ脚、抜き脚のフォームをマスターし
、ハードルを越えた第一歩を正しく前方へふみ出す学習をする。

陸上競技についてのまとめを再度
行う（4時間）

5
＜器械運動＞
マット運動の個々の技と連
続技を学ぶ

回転系、展開系の個々の技を学びポイントを知る。
マットの単技で自分ができる技、
挑戦したい技について考えておく
（4時間）

6＜器械運動＞連続技を学ぶ
アドバイスと補助の仕方、つまずきの見つけ方を学ぶ。連続技の構成と
技術のポイントを学ぶ。

連続技で自分ができる技、構成に
ついて考えておく（4時間）

7
＜器械運動＞
とび箱運動の様々なとび方
を学ぶ

腕立開脚とび、閉脚とび、台上前転とび等のポイントとつまずき、安全
な指導について学ぶ

とび箱運動の様々なとび方につい
て理解しておく（4時間）

8＜体つくり運動＞体力を高める運動について
体力を高める運動を様々考案し、目的、注意事項、効率等考えて模擬授
業ができる様にする。

体力を高める運動について学習指
導要領を理解しておく（4時間）

9＜体つくり運動＞体ほぐしの運動について
体ほぐしの運動について目的、効率、生徒の意欲等を考えて考案し、模
擬授業ができる様にする。

体ほぐしの運動について学習指導
要領を理解しておく（4時間）

10＜ダンス＞創作ダンスに取り組もう① 模倣の動きを恥ずかしがらずに伸び伸びと演ずる。
普段目に付くダンスのステップを
見てイメージしておく（4時間）

11＜ダンス＞創作ダンスに取り組もう②
様々なテーマを即興で数多く動いてみる。いくつかのフレーズを考案、
演じ、作品を作る。模擬授業を行う。

前回学んだ動作を取り入れた模擬
授業を考えておく（4時間）

12
＜武道＞
剣道の基本技、柔道の基本
技について学ぶ

剣道・柔道の基本の技、動作、修得と安全な指導について学習する。 剣道・柔道の基本技・ルールを事
前に理解しておく（4時間）

13＜球技＞バレーボール

フローターサーブ、アンダーハンドサーブ、オーバーハンドパス、アン
ダーハンドパスなどの基本的な技の学習と三段攻撃、ディフェンス等の
修得、指導法の学習

バレーボールのルール・戦術を事
前に調べ、理解しておく（4時間
）

14＜球技＞バスケットボール
相手ディフェンスをかわしてのドリブルやパスなどの基本プレーの修得
と指導方法の学習

バスケットボールのルール・戦術
を事前に調べ、理解しておく
（4時間）

15＜球技＞サッカー
基本的なプレーの修得と3人対2人のミニゲームなどの学習と指導方法の
学習

サッカーのルール・戦術を事前に
調べ、理解しておく（4時間）

テキスト
中学校、高等学校で利用している体育実技の準教科書

成績評価の方法・基準
実技：50％　受講態度：50％
毎時間の授業における実技の状況によって評価します。
上記の受講態度は、技能の要領と指導方法についての知識度・理解度…15％、
授業に対する意欲度…20％、安全に対する配慮…15％の割合で評価します。
評価基準は合計点数で、90％以上をS、80～89％をA、70～79％をB、50～59％を
Cとします。

参考書
なし

履修上の注意（学生へのメッセージ）
体育教員に必要な実技能力の向上及び指導のポイントなど学習していきます。
教員採用試験でも体育実技の能力は問われますので、教員を目指す人はできる
だけ受講することを勧めます。学校現場の経験を生かした講義展開をします。
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科目名 教職特講演習Ⅹ（教育理論の基礎知識） 学年学期 2・3年前期 単位数 2 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 非常勤

担当者 石井　良治 必修選択 選択 科目種別 演習 ｵﾌｨｽｱﾜｰ

関連資格 中一(保体)､高一(保体)､小二種免 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
本講義は学校現場における教育課題を取り上げ、教科指導に限らず、幅広い場面を想定し、教員としての基礎的な知識技能や取り組み姿
勢を理解することを目的としています。子どもに指導する際に押さえておかなければならない具体的なポイントを押さえて学習していき
ます。

学修到達目標
教員として、授業改善や授業展開など学習指導の基本的な知識を身につけている。
学校現場の教育的諸課題を理解した上で、児童生徒への関わり方を理解し、望ましい対応の仕方を実践することができる。

授業の進め方
毎回の講義は学校現場の教育的諸課題について、自分自身の経験や各種資料を参考にディスカッションや講義行い、各自でそれをレポー
トにまとめていきます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 授業の目的、学習の進め方を確認します。学校現場の教育課題の問題に
取り組み、現在の自分の力、意識を認識します。

事前にシラバスを読み、教育課題
について整理をする。(4時間)

2学校教育の新しい流れ　確認(1)
主に学習指導要領の前文について概観し、例題に取り組んで知識を深め
ます。

学習指導要領の前文を読んで、キ
ーワードについてまとめる。(4時
間)

3学校教育の新しい流れ　確認(2)
主に学習指導要領の総則について概観し、例題に取り組んで知識を深め
ます。

学習指導要領の総則を読んで、キ
ーワードについてまとめる。(4時
間)

4児童生徒の実態 児童生徒の実態を調査データをもとに考察し、学校でできる具体的な手
立てについて検討し、児童生徒理解を深めます。

調査データをもとに問題点を洗い
出し具体的な改善策を考える。
(4時間)

5授業改善 授業改善の必要性やその視点などについて理解を深め、実際の指導案を
通して授業改善の具体を演習します。

「授業」について自分の経験を元
に整理し、「よい授業」を構想す
る。(4時間)

6学習形態 授業の具体的な場面を想定し、学習形態についての深め、特にグループ
活動のねらいと演習を通して理解を深めます。

学習形態のそれぞれのねらいをま
とめ、わからなかった点を復習す
る。(4時間)

7教科横断的な指導 教科横断的な指導のねらいと自分の体験をもとにその指導効果を検討し
、具体的な指導場面を想定しながら、理解を深めます。

教科横断的な指導の課題と工夫を
まとめる。(4時間)

8学習評価の基本 学校における評価場面と課題を理解するとともに、具体的な「作問と評
価」の演習を通して、評価の教育的意義の理解を深めます。

示された課題について作問し、そ
のねらいをまとめる。(4時間)

9学級担任と学級経営 学級経営（保健室経営）の実務と基本的な姿勢を確認し、「児童生徒と
向き合う」ことの意味を考えます。

学級担任の仕事を整理し、その意
義ややりがいについてまとめる。
(4時間)

10体験活動と言語表現 学校行事や授業等での体験活動を通して受け止めた心の動きを分析し、
言葉で表現する教育的ねらいについて理解を深め、演習します。

示されたテーマについて短文で表
現し、校正をして復習する。
（4時間）

11模擬授業① 授業構想（しくみ）の基本を理解し、模擬授業の教材研究をします。
「授業づくり」について予習をし
ておき、例題でわからなかった点
を復習する。(4時間)

12模擬授業② 模擬授業と意見交換をして、授業改善の具体的な課題を追究します。 「授業改善」について復習し、レ
ポートを完成させる。(4時間)

13場面指導① 主に義務教育の学校現場における学習場面を想定し、児童生徒への関わ
り方を実践を通して理解を深めます。

場面指導の心得について復習し、
レポートを完成させる。(4時間)

14場面指導② 主に義務教育の生活場面を想定し、児童生徒や保護者への関わり方を実
践を通して理解を深めます。

場面指導の心得について復習し、
レポートを完成させる。(4時間)

15理論のまとめ 学習指導や場面指導、生徒指導などについて、これまでの学習に基づい
てレポートをまとめます。

総合的にこれまでの学習内容につ
いて復習し、レポートを完成させ
る。(4時間)

テキスト
　必要に応じて資料を配付します。

成績評価の方法・基準
受講態度：50％　レポート：50％
受講態度は、課題への取り組み姿勢で評価する。レポートは毎時間提出するも
のと、まとめとして提出するものの2種類があり、それぞれに評価し、その合計
点によって評価します。S：課題を高度に分析し、多様な視点からさらに追究を
深めようとする。A：課題を分析的にとらえ、創意を生かした考えをまとめるこ
とができる。B：課題を的確に理解し、他者の意見との差異を意識して考えをま
とめることができる。C：課題を理解し、自分の考えを自分の言葉で表現できる
。

参考書
教員養成セミナー（時事通信社）、教職課程（共同出版）などの教員採用に
関する月刊誌も読んでいくと、受講する上で大変参考になります。

履修上の注意（学生へのメッセージ）
教員として必要な基礎的知識や技能を身につけるため、レポートに数多く取り
組みます。内容が幅広いので、授業以外の時間も継続的に学習を進めていくこ
とが重要になります。元中学校長の経験のある教員が担当します。
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科目名 介護等体験入門（総経・人間） 学年学期 3年前期 単位数 1 ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 研究室 A-11

担当者 内藤　千尋・尻無浜　博幸 必修選択 必修 科目種別 講義 ｵﾌｨｽｱﾜｰ 火曜日5限､水曜日4限

関連資格 中一(社会)､中一(保体)､中一(保健) 履修条件 教職課程履修者

ディプロマポリシーとの関連性 カリキュラムポリシーとの関連性 履修対象入学年度（読替科目）
① ② ③ Ａ Ｂ Ｃ

授業概要
本授業は、介護等体験(社会福祉施設5日間及び特別支援学校2日間)の事前指導として開講しています。したがって、介護等体験の意義・
目的を理解し、介護等体験を行うにあたって必要な基礎的な知識、技能、態度を身に付けることを目的とします。
介護等体験を行う社会福祉施設や特別支援学校の法的根拠や実態、最近の動向等に関する基礎的知識をもって実習に対処できるように進
めます。

学修到達目標
1．介護等体験の意義・目的を十分に理解し、介護等体験を行う学校・社会福祉施設に関する基本的な知識を身につける。
2．介護等体験を行うにあたっての基本的な知識、技能、態度を身につける。
3．介護等体験の日々の記録の取り方を理解し、自己の目標がどの程度達成されたか検証する態度を身につける。
授業の進め方
介護等体験の準備科目として、授業は介護等体験に向けた準備を具体的に展開します。教室での講義を主として、必要に応じて特別支援
学校や福祉現場の方から直接に話を伺う機会を設けます。
授業計画（各回のテーマ等）※事前事後学修の時間は1単位科目は1時間、2単位科目は4時間が目安です。記載以外にも適宜課されます。
回 テーマ 内容 事前事後学修

1ガイダンス 授業の進め方及び介護等体験の意義と目的について説明します。 シラバスを事前に読んでおく
（1時間）

2特別支援学校1 特別支援学校の概要について説明します。 HPで長野県内の特別支援学校につ
いて調べる（3時間）

3特別支援学校2 特別支援学校での介護等体験の内容と記録について説明します。
第2回授業の復習、希望した地域
の特別支援学校のHPを調べる
（4時間）

4社会福祉施設1 社会福祉施設の制度について説明します。 第3回授業の復習、社会福祉施設
の制度について調べる（4時間）

5社会福祉施設2 社会福祉施設での介護等体験について(記録指導)について説明します。
第4回授業の復習、第1回授業で配
布された「介護等体験記録」の内
容を確認する（4時間）

6社会福祉施設3 社会福祉施設での介護等体験(アンケート実施→介護等体験先の決定)に
ついて説明します。

第5回授業の復習、希望する地域
の社会福祉施設のHPを調べる
（4時間）

7社会福祉施設4 社会福祉施設での介護等体験について(介護等体験先調整)について説明
します。 第6回授業の復習（1時間）

8まとめ これまでの授業の総括 これまでの授業の復習、介護等体
験に臨むための準備（3時間）

テキスト
「福祉実習に行くあなたのための準備本」栗山直子・興那嶺司著（相川書房
）　ISBN:4-7501-0333-0 (生協で購入してください。)

成績評価の方法・基準
課題：50％　受講態度：50％
受講態度（出席・意欲・理解度）と課題（各種提出物含む）を総合して評価し
ます。S:授業内外の課題に積極的かつ自発的に取り組み、介護等体験に必要な
知識、技能、態度を十分に身につけ、明確な自己課題を持てた。A:授業内の課
題に積極的に取り組み、介護等体験に必要な知識、技能、態度を身につけ、自
己課題を持てた。B:授業内の課題を通して、介護等体験に必要な知識、技能、
態度を身につけ、自己課題を考えた。C:授業内の課題を通して、介護等体験に
必要な知識、技能、態度を理解した。

参考書
「教師をめざす人の介護等体験ハンドブック」（大修館書店）
「社会福祉六法　平成30年度版」（新日本法規）
「フィリア」（ジ　アース教育新社）

履修上の注意（学生へのメッセージ）
介護等体験ではいかに事前準備をして臨むかが学びの深さ、広さを決定します
。授業内の準備には制約がありますので、自発的に準備を行い、自己課題を明
確にもって体験に臨み、自己課題の解決に繋げてください。


